







その他のタイトル On Floating Quantifiers where the Host NPs are
External Arguments : Observationally




















(1)のような遊離数量認には， NP quantifierである場合と VPquantifiぼで





























Ishii ( 1999)) J 1添 (1999) 以降，数量dftJの議論に NPquanti五erとVP
quanti五erの区別は必須だと考えられるが，両研究の分析が完全に重なってい
るわけではない。 1添 (1999) の「後置存在量化認jは「しかjによる構成
素テスト等により主名認と構成素関係のような localな関係にあるとされるも





(2) Ishii (1999)， JI添 (1999)の比較
Ishii (1999) 














添 (1999) の「後置存在量化認jの例は以下 (3)aのようなものだが，非分
配的な解釈でありそのことは川添 (1999) がEタイプ照応と呼ぶ解釈の「そ
いつらJが出現することでも確認できる。部分読みの (3)bではソ系列の指示
認との間に Eタイプ照応は成立せず (3) cのように束縛変更解釈(つまりは
分配的な解釈)が現れる。
(3) J 1添(1999，(38) (53) (61)) 
a. 学生が 3人そいつらの作った歌を歌った Eタイプ照応、
b. ?ヰ全部で 30人いる)3年 5組の生徒が 3人そいつらの作った
歌を歌った ?* Eタイプ照応





































一事象・非部分量解釈を許すが， しかし以下に示すように， (5) a ~ cの各例
についての許容度は一様なものではない。
外項の遊離数量詞について
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(6)単一事象・非部分量の解釈 (NPquanti五er'こ特有の読み)について
の許容度:
a. * 高校生が 3人車を買った





























成相の構文は，単一事象解釈でありかつ非部分量の解釈という， NP quantifier 
特有とされる解釈の数量認の可否を考えるには不要な要因の多い構文となる。
それでは，テイル文(継続栢)の場合，遊離数量詞の解釈はどうなるだろうか。



























































































(16) a. *健太がサンマ:を生:で焼いた/風船 1を泥だらけ:で、洗った
b. ヰ健太:が裸 tで、パジャマを着た/脱いだ






(18) a. 健太:が裸足 1で涼子を追いかけた
b. ヰ健太が涼子:を裸足 lで追いかけた




(19) a. 健太が涼子を裸足 1で追いかけた




































(22) a. *高校生が 3人ある女性アイドルのことをかわいいと思った
外項の遊離数量認について






(23) a. ?健太が女の子を 3人追いかけた (分配的解釈が出やすい)















































































(31) a. 高校生が 3人，笑いながら女の子を追いかけている
b. 申 3人高校生が 笑いながら女の子を追いかけている
c. *高校生が，笑いながら 3人女の子を追いかけている
34 石田 尊








(33) a. 結局昨日は顔見知りが 3人車を買った(だけだった)
b. (?)結局昨Bは3人顔見知りが車を買った(だけだった)
c. ??結局昨日は顔見知りが車を 3人買った(だけだった)
(34) a. 涼子は雑誌記者として，政治家を 3人追いかけている
b. (?)涼子は雑誌記者として， 3人政治家を追いかけている
(35) a 結局健太が 3回ピアノを弾いた
5‘まとめ













Ishii ( 1999) や川添 (1999) のような発想での数量認の扱い(つまり名詞
外項の遊離数量認について
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)1添 (2002) の議論も参照されたい。なお本稿では 4節において非分配的な
単 4事象解釈の遊離数量詞の統語的な特徴について確認を行う。
3 以下の(12)に関する議論では，外項に関する遊離数量詞の問題に議論を限って
いる。
4 単一事象・非部分量解釈の数量詞が1良前描写文内におかれた場合には，数量詞
が表す量自体の眼前描写らしさが伺われる というのが(12)の大まかな内容だ
とすると， (13)のように知識の記述を行う文内の単一事象・非部分量解釈の数
量詞には， I知識量らしさjというような基準が関わっている可能性もある。い
ず、れにしても， (13) aとbとで許容度の違いが生じる理由も含め，今後十分な
検討が必要である。
